
 

小
規
模
多
機
能
自
治
の
理
解
促
進
と
地
域

活
動
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
を
目
的
に
、
「
中

学
生
以
上
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

講
演
会
は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
役
員

の
ほ
か
、
地
域
活
動
に
携
わ
る
方
な
ら
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

対
象

 

自
治
会
役
員
、
協
議
会
役
員
な
ど
、
地
域

 

活
動
に
携
わ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

開
催
日
時

 

9
月
23
日
㈷
午
前
10
時
〜
正
午

会
場

 

ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
ゆ
や
ホ
ー
ル

 

（上
新
屋
3
0
4
）

定
員

 

先
着
3
0
0
人

講
師

 
里
山
く
ら
し
L
A
B
O　

 

池
田 
水
穂
子
氏　

 

河
村　

将
雄
氏

申
込

 

9
月
1
日
㈮
ま
で
に

 

電
子
申
請
で

ページ番号

1010664

住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て

中
学
生
以
上
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す

自治デザイン課

（本庁舎 2 階）

0538-37-4811

0538-32-2353

☎

ＦＡＸ

 

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
な
ど
に
よ
る
住
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
急
速
な
変
化
は
、
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
生
活
の
困
り
事
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
よ

り
、
地
域
の
課
題
は
細
分
化
さ
れ
、
今
ま
で
通
り
の
地
域
活
動
で
は
そ
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
困

難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
地
域
単
位
で
、
「
中
学
生
以
上
全
住
民

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

中
学
生
以
上
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
と
は 

 

地
域
に
よ
っ
て
課
題
は
異
な
り
、
解
決
方
法
も

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
地
域
の
課
題

解
消
に
取
り
組
む
た
め
、
市
内
５
つ
の
地
域
づ
く

り
協
議
会

（
長
野
・
豊
浜
・
豊
田
東
・
豊
岡
東
・

岩
田
）
は
、
地
域
の
問
題
把
握
に
大
変
有
効
な

手
法
の
一
つ
で
あ
る

「
中
学
生
以
上
全
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、
地
域
自
ら
が
問
題
の
把
握

と
課
題
の
整
理
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

今
後
も
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
参
考
に
、
地
域
や
私
た
ち
一
人
一

人
は
、
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

アンケート実施団体 回収率

　長野地域づくり協議会 97%

　豊浜地域づくり協議会 93%

　豊田東地区まちづくり協議会 87%

　豊岡東地域づくり協議会 96%

　岩田地域づくり協議会 現在実施中

小
規
模
多
機
能
自
治
と
は

 

小
規
模
多
機
能
自
治
と
は
、
自
治
会
な
ど

の
基
礎
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
よ
り
も
広
範
囲
の
お

お
む
ね
小
学
校
区
な
ど
の
範
域
に
お
い
て
、
そ

の
区
域
内
に
住
み
、
ま
た
は
活
動
す
る
個
人
、

地
縁
型
・
属
性
型
・
目
的
型
な
ど
の
あ
ら
ゆ

る
団
体
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
地
域
共
同

体
が
、
地
域
実
情
お
よ
び
地
域
課
題
に
応
じ

て
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
で
す
。

里
山
く
ら
し
L
A
B
O
と
は

 

里
山
く
ら
し
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
は
、
静
岡
市
の
中
山

間
地
域
に
お
い
て
、
第
三
者
と
し
て
地
縁
組
織

に
伴
走
し
な
が
ら
、
地
域
の
課
題
を
一
つ
一
つ

解
決
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
地
縁
組
織
に
対

し
て

「
自
治
会
行
事
の
見
直
し
」
「
中
学
生
以

上
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」
「
特
産
品
補
助
金
事

業
に
よ
る
事
業
継
承
」
「
地
域
住
民
に
よ
る
空

家
活
用
」
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
の
見
え

る
化
や
数
値
化
、
全
住
民
の
巻
き
込
み
な
ど
で

変
わ
る
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

▲電子申請

地
域
活
動
の
課
題
解
決
に
向
け
た
講
演
会
を
開
催
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男
女
共
同
参
画
社
会

推
進
の
た
め
に

女
性
だ
か
ら
・
男
性
だ
か
ら　

を
無
く
そ
う

ダイバーシティ推進室

（本庁舎 2 階）

0538-37-2118

0538-32-2353

☎

ＦＡＸ

無
意
識
の
思
い
込
み

何
か
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
す
る
と
無
意
識
に

「
こ
う
だ
」
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
無
意
識
の
思
い
込
み
は
、
性
別
の

違
い
に
よ
っ
て
も
存
在
し
て
お
り
、
家
庭
や
地
域
、

職
場
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
影
響
し
て
い

ま
す
。

性
別
に
よ
る
固
定
的
役
割
分
担
意
識

無
意
識
の
う
ち
に

「
女
性
は
家
事
や
育
児
を
す

る
べ
き
だ
」「
男
性
は
家
庭
よ
り
仕
事
を
優
先
す
る

べ
き
だ
」
と
い
っ
た
固
定
的
な
考
え
方
が
、
世
の

中
に
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

「
女

性
だ
か
ら
」「
男
性
だ
か
ら
」
と
役
割
を
決
め
る
の

で
は
な
く
、
協
力
し
合
い
、
柔
軟
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

ページ番号

1001704

内容 チェック

家事 ・ 育児は女性がするべきだ □

共働きでも男性は家庭よりも仕事を優先するべきだ □

実の親、 義理の親に関わらず、 親の介護は女性がするべきだ □

女性には女性らしい感性があるものだ □

男性は人前で泣くべきではない □

親戚や地域の会合で食事の準備や配膳をするのは女性の役割だ □

女性は感情的になりやすい □
参考 ： 内閣府男女共同参画局ホームページ

無意識の思い込みがないかチェックしてみよう

性別に関係なく地域での企画 ・ 決定の場や役員に参画することで、 多様な視点での意見を取り入

れることが可能となり、 地域活動が活性化されると同時に、 担い手不足の解消につながります。

見付地区では、 女性が自治会長を務めるなど、 男女共同参画が進んでいます。

夏目 裕子 さん

見付地区から学ぶ男女共同参画

自治会や自主防災会などの地域活動には

多様な意見を取り入れていくことが必要です

■自治会長になったきっかけ

地域活動を行う中で、 決定の場に女性がいないことに違和感を

覚えました。 女性の意見を反映し、 誰もが暮らしやすい地域づく

りのため、 自治会長をやってみようと思いました。

■女性が地域活動に参画するために心掛けていること

女性が防災について、 意見を発信できるよう令和３年度に 「見

付地区女性防災委員会」 を発足させました。 また、 PTA 活動を

している女性にも、 積極的に地域活動への参加を呼びかけるな

ど、 女性が参画しやすくなる環境づくりを働きかけています。

・ 西坂町自治会長
　（見付地区で初の女性自治会長）

・ 磐田市男女共同参画審議会委員
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文
化
芸
術
の
祭
典

 
磐
田
市
芸
術
祭
２
０
２
３
開
催

文化振興課

（かたりあ内）

0538-37-8550

0538-37-5056

☎

ＦＡＸ

磐
田
市
芸
術
祭
は
、
磐
田
市
の
文
化
・
芸
術
の

祭
典
で
す
。
市
が
主
催
し
、
磐
田
市
文
化
協
会
に

事
業
を
委
託
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

芸
術
祭
は
、
舞
台
で
の
舞
踊
や
音
楽
な
ど
の
公

演
を
は
じ
め
、
公
募
に
よ
る
絵
画
や
書
、
写
真
、

工
芸
・
ク
ラ
フ
ト
、
短
歌
・
俳
句
、
ま
た
文
化
協

会
の
会
員
に
よ
る
菊
花
、
い
け
ば
な
、
小
学
生
に

よ
る
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ー
ト
な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

入
場
は
無
料
で
す
。
多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

芸術祭 2023 日程

公募展（会場：中央図書館）

ページ番号

1001652

部門 展示期間

絵画 10/15 ㈭～ 10/28 ㈰

書 10/12 ㈭～ 10/15 ㈰

写真 10/19 ㈭～ 10/22 ㈰

工芸 ・ クラフト 10/25 ㈬～ 10/29 ㈰

短歌 ・ 俳句 11/16 ㈭～ 11/19 ㈰

な
お
、
公
募
で
あ
る
絵
画
、
書
、
写
真
、
工
芸
・
ク

ラ
フ
ト
、
短
歌
・
俳
句
は
、
市
民
の
方
だ
け
で
な
く
、

市
内
に
在
勤
・
在
学
す
る
方
も
応
募
で
き
ま
す
。　 

多
く
の
方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

公
募
展
の
作
品
募
集

募
集
期
間
：８
月
24
日
㈭
～
９
月
８
日
㈮

※
短
歌
・
俳
句
は
８
月
21
日
㈪
～
９
月
11
日
㈪

※
優
れ
た
作
品
は
表
彰
を
行
い
ま
す

応 

募 

先
：磐
田
市
文
化
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

（豊
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
）

文化協会会員による展示（会場：中央図書館）

部門 展示期間

菊花 11/12 ㈭～ 11/25 ㈰

いけばな 11/10 ㈮～ 11/12 ㈰

市内小学生による展示（会場：豊田福祉センター）

部門 展示期間

ジュニアアート 11/11 ㈯～ 11/19 ㈰

文化協会会員による公演（会場：かたりあ）

部門 公演日

舞台
公演

前期 10/18 ㈰

後期 10/22 ㈰

▲絵画の部

▲菊花の部

▲書の部 ▲写真の部 ▲工芸 ・ クラフトの部

▲いけばなの部 ▲ジュニアアートの部 ▲公演 （舞台部門発表）

磐
田
市
文
化
協
会
の
活
動

芸
術
祭
を
運
営
す
る

「
磐
田
市
文
化
協
会
」
に

は
、
現
在
、
79
団
体
、
１
０
２
２
人
が
加
盟
し
て

い
ま
す
。
加
盟
団
体
に
は
、
絵
画
・
書
・
写
真

・

工
芸
・
短
歌
・
俳
句
・
い
け
ば
な
・
菊
花
・
茶
道
・

合
唱
・
器き

楽が
く

・
洋よ

う

舞ぶ

・
和わ

楽が
く

・
詩し

吟ぎ
ん

・
日に

ち

舞ぶ

・
民み

ん

踊よ
う

・
芸
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

本
協
会
の
目
的
は
、
次
の
２
つ
で
す
。

・
伝
統
あ
る
芸
術
文
化
の
継
承
と
発
展

・
市
民
文
化
の
向
上
へ
の
寄
与

（啓
発
）

こ
の
２
つ
の
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
会
員

同
士
の
交
流
に
よ
り
、
語
り
合
い
、
励
ま
し
合
い

な
が
ら
研
鑽
を
積
む
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
鑑
賞
や
体
験
を
し
て
い
た
だ
く
工
夫
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
文
化
協
会
の
仲
間
に
な
っ
て
、
興
味

か
ら
一
歩
進
め
、
「
学
び
」
な
が
ら
文
化
の
創
作

活
動
を
通
し
て
人
生
の
楽
し
み
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

【詳
し
く
は
磐
田
市
文
化
協
会
へ
】

磐
田
市
文
化
協
会

（豊
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
）

住
所
：弥
藤
太
島
５
０
０-

１

電
話
：０
５
３
８-

86-

３
７
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

：０
５
３
８-

86-

３
７
３
１

▲ホームページ

▲磐田市文化協会会報 「創」
（年 1 回発行）

　 会報誌でも協会の活動を
　 詳しく紹介しています

※「工芸・クラフト」の 10/27 ㈮は図書館休館

PB
広
報 10

広
報2023年（令和5年） 8月号 2023年（令和5年）8月号



ページ番号

1008954

災
害
に
強
い
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
つ
く
ろ
う

危機管理課

（防災センター２階）

0538-37-2116

0538-32-0177

☎

ＦＡＸ

住
宅
の
耐
震
診
断
は

           

令
和
６
年
度
ま
で

0538-37-4899

0538-33-2050

☎

ＦＡＸ

無
料
耐
震
診
断
に
つ
い
て

耐
震
化
の
各
補
助
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

ま
ず
耐
震
診
断
に
よ
り
住
宅
の
耐
震
性
が
ど

の
程
度
か
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市

で
は
、
無
料
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
令
和
６
年
度
で
終
了
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
耐
震
診
断
を
し
て
い
な
い
方
で
希
望
す
る
場

合
は
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て

市
で
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
木
造
住
宅
耐

震
化
の
補
助
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
末
に
は
市
内
の
住
宅
の
耐
震
化
率
が
、

目
標
の
95
％
を
達
成
す
る
見
込
み
で
す
。
こ

の
た
め
、
令
和
７
年
度
で
木
造
住
宅
耐
震
化

の
補
助
制
度
を
終
了
し
ま
す
の
で
、
耐
震
化

が
お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

対
象昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た

木
造
住
宅

※ 

各
補
助
制
度
の
詳
細
や
申
請
方
法
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
建
築
住
宅
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い

　

９
月
３
日
㈰
は
自
主
防
災
会

（
自
治
会
）
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

耐
震
補
助
は
令
和
７
年
度
で
終
了
し
ま
す

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
行
政
や
消

防
、
警
察
な
ど
だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
で
き

ま
せ
ん
。
「自
分
の
命
は
自
分
で
守
る

（自
助
）」

「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

（
共

助
）」
と
い
う
心
構
え
が
、
被
害
を
最
小
限
に
留

め
、
災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
り
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練

９
月
３
日
㈰
は
磐
田
市
自
治
会
連
合
会
で
定

め
た
総
合
防
災
訓
練
の
統
一
実
施
日
で
す

（
地

域
の
事
情
に
よ
り
訓
練
実
施
日
は
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）。
防
災
訓
練
に
参
加
し
、
家
族

や
ご
近
所
で
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

日
々
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

訓
練
重
点
項
目

・
安
否
確
認
訓
練

・
救
出
・
救
助
訓
練

・
避
難
行
動
要
支
援
者
へ
の
避
難
支
援
訓
練

・ 

さ
ま
ざ
ま
な
住
民
が
主
体
的
に
参
加
で
き
る

訓
練

・
そ
の
他
災
害
初
期
対
応
を
想
定
し
た
訓
練

ページ番号

1002137

建築住宅課

（西庁舎２階）

安
否
確
認
は
な
ぜ
重
要
か

安
否
確
認
を
す
る
こ
と
で
、
救
助
が
必
要
な

人
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
確
認

が
早
急
に
で
き
な
い
と
、
人
命
救
助
活
動
が
遅

れ
、
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。
玄
関
先
に
黄
色
い

タ
オ
ル
を
掲
げ
る
な
ど
、
自
主
防
災
会
で
安
否

確
認
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

大
規
模
災
害
時
も
在
宅
で
避
難
生
活
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
「
家
庭
の
防
災
点
検
ポ
イ
ン

ト
」
（
８
月
上
旬
全
戸
配
布
）
を
活
用
し
、
防

災
点
検
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▲家庭の防災点検ポイント
（８月上旬全戸配布）

耐震診断

未実施の方

無
料
の
耐
震
診
断

令
和
６
年
度
末
で
終
了

耐震性の低い住宅にお住まいの方

耐震補強工事
最大１３５万円補助

（工事費の８０% 補助） 令和７年度

末で終了木造住宅

除去工事

最大５０万円補助

（工事費の２３% 補助）

耐震シェルター
最大２５万円補助

（設置費の２分の１補助） 令和８年度

以降も継続
防災ベッド

最大１０万円補助

（購入費の３分の１補助）
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健け

ん

幸こ

う

な
い
わ
た
・

   
健
康
長
寿
を
目
指
し
て

　
　

９
月
15
日
は
老
人
の
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　

９
月
15
日
～
21
日
は
老
人
週
間
で
す

☎

ＦＡＸ

ページ番号

1001580

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

お
助
け
号

自治デザイン課

（本庁舎２階）

0538-37- ４７５１

0538-32-2353

☎

ＦＡＸ

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
お
助
け
号
」

は
、
市
内
を
８
つ
の
地
区
に
分
け
て
運
行
し
て

い
る
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
す
。

平
成
22
年
度
に
竜
洋
地
区
で
運
行
を
開
始

し
、
現
在
は
市
内
全
域
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

自
宅
と
指
定
施
設
の
間
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
、
日
常
生
活

の
移
動
手
段
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
へ
の
運
賃
割
引

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
は
、
65
歳
以

上
で
運
転
経
歴
証
明
書
を
提
示
さ
れ
た
方
の

運
賃
が
半
額
に
な
る
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
運
転
経
歴
証
明
書
は
、
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
の
手
続
き
を
す
る
際
に
警
察
署
な

ど
で
申
請
の
上
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す

（手
数
料
は
１
１
０
０
円
か
か
り
ま
す
）。

詳
し
く
は
磐
田
警
察
署

（☎︎
37
-０
１
１
０
）

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

運
行
内
容
に
つ
い
て

運

賃　
　

 

地
区
内
４
０
０
円

（
地
区
外
は
行

き
先
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

時

間　
　

地
区
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
時
刻

運
行
日　
　

平
日
・
土
曜
日

運
休
日　
　

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

※ 

利
用
に
は
事
前
の
利
用
者
登
録

（無
料
）
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
各
支
所
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
配
架
し
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か

自
治
デ
ザ
イ
ン
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

日
常
生
活
の
移
動
手
段
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

高齢者支援課

（i プラザ３階）

0538-37-4869

0538-37-6495

老
人
の
日
・
老
人
週
間
と
は

昭
和
26
年
に

「
と
し
よ
り
の
日
・
と
し
よ

り
の
週
間
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
世

論
を
高
め
る
力
と
な
り
、
全
国
各
地
で
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
が
展
開
さ
れ
、
平
成
13
年
の
老

人
福
祉
法
の
改
正
で
９
月
15
日
が

「
老
人
の

日
」、
同
月
21
日
ま
で
が

「
老
人
週
間
」
と
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

平
均
寿
命
が
男
女
と
も
80
歳
を
超
え
る
今

日
に
お
い
て
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
定
年
後
、
新
た

な
職
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
な
ど
、
積
極
的
に
地

域
と
の
か
か
わ
り
を
持
と
う
と
す
る
方
が
増

え
て
い
ま
す
。

多
年
に
わ
た
り
地
域
や
社
会
に
尽
力
し
て

こ
ら
れ
た
高
齢
者
を
敬
う
と
と
も
に
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「健
幸
」
と
は

「
健
康
は
幸
せ
の
源
で
あ
り
、
生
涯
を
通
じ

て
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
幸
せ
な
生
活
を

営
ん
で
い
る
」
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
造
語
で

す
。
健
幸
に
は
、
自
ら
健
康
で
自
立
し
た
生
活

が
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

令和５年度 市内の長寿の状況

  喜寿 （77 歳）

 2,001人 （男性 963人、女性 1,038人）

  米寿 （88 歳）

 ８95人 （男性 363人、女性 532人）

  百寿 （100 歳）

 75人 （男性 11人、女性 64人）

  101 歳以上

 95人 （男性 9人、女性 86人）

  ※上記は年度内に年齢に達する方

     最高年齢  男 109 歳、 女 109 歳

  ※令和５年６月末日現在 （最高年齢は７月末日現在）

▲制度紹介

   動画▲パンフレット
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ページ番号

1012539

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
2
3

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

スポーツのまち推進課

（本庁舎２階）

0538-37-4832

0538-37-5034

☎

ＦＡＸ

ど
う
す
る
？

大
規
模
災
害
時
の
ご
み

災
害
時
も
分
別
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

ごみ対策課

（磐田市クリーンセンター内）

☎

ＦＡＸ

み
ん
な
で
ラ
グ
ビ
ー
を
盛
り
上
げ
よ
う

0538-37-4812

0538-36-9797

本
大
会
は
、
今
や
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
並
ぶ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
第
10
回
と
な
る
フ

ラ
ン
ス
大
会
が
９
月
８
日
㈮
〜
10
月
28
日
㈯
に

開
催
さ
れ
ま
す
。

本
市
で
は
、
左
記
の
と
お
り
予
選
プ
ー
ル
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
の
日
本
大
会
か
ら
早
４
年
が
経

ち
ま
す
。
ま
た
あ
の
感
動
を
み
ん
な
で
分
か
ち

合
い
ま
し
ょ
う
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
２
３

パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ

と 

き
　
９
月
10
日
㈰

と
こ
ろ
　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
ゆ
や
ホ
ー
ル

内 

容　

日
本 

対 

チ
リ

定 

員　

２
９
０
人

申 

込　

事
前
申
込
制
（
詳
し
く
は
市
ホ
ー

　
　
　
　

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

そ
の
他　

天
候
に
よ
り
BS
受
信
の
不
具
合
で

　
　
　
　

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

ページ番号

1012544

近
年
、
台
風
や
地
震
な
ど
に
よ
る
大
規
模

災
害
が
各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
災
害
が

発
生
し
た
時
は
、
通
常
の

「
生
活
ご
み

（
家

庭
ご
み
）」
の
他
に
、
大
量
の

「災
害
廃
棄
物
」

が
発
生
し
ま
す
。
災
害
に
備
え
、
ご
み
の
処

理
方
法
に
つ
い
て
日
頃
か
ら
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。

災
害
廃
棄
物
と
は
？

大
規
模
な
災
害
な
ど
に
よ
り
壊
れ
た
家
具

や
家
電
、
家
屋
の
損
壊
で
発
生
し
た
木
く
ず
、

金
属
く
ず
、
瓦
な
ど
の
こ
と
で
す
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
時
は
、
普
段
の
集

積
所
と
は
違
う
場
所
に
市
が
災
害
廃
棄
物
の

仮
置
場
を
設
置
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
設
置

状
況
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
災
害
廃
棄
物
の
仮
置
場
に
も
必
ず
分
別

し
て
か
ら
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
災
害
廃
棄
物
を
分
別
、
保
管
、
処
理
す
る

た
め
に
一
時
的
に
集
積
す
る
場
所

仮
置
場
ま
で
運
べ
な
い
場
合
は
？

災
害
廃
棄
物
を
分
別
し
て
地
域
の
広
場
な

ど
に
ま
と
め
た
場
合
や
、
高
齢
な
ど
に
よ
り

仮
置
場
に
運
べ
な
い
住
民
が
ト
ラ
ッ
ク
で
横
づ

け
で
き
る
場
所
に
分
別
し
て
出
し
た
場
合
は
、

市
で
順
次
回
収
し
ま
す
の
で
、
ご
み
対
策
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、

地
域
で
災
害
廃
棄
物
を
一
時
的
に
出
せ
る
場

所
や
出
し
方
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
話
し
合
っ
て

お
く
こ
と
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

キックオフ

（日本時間）
予選プール試合

９月１０日㈰

午後８時
日本 対 チリ

９月１８日㈷

午前４時
イングランド 対 日本

９月２９日㈮

午前４時
日本 対 サモア

１０月８日㈰

午後８時
日本 対 アルゼンチン

▲地域の広場に分別して出された災害廃棄物

※
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